
金
揮
古
蹟
志
巻
二
十

と
改
稿
す
る
也
。
と
見
b
.
混
見
摘
潟
に
は
、
法
華
法
印
肥
前
唐
晶
停

に
住
居
の
時
、
太
平
記
・
?
を
に
て
、
索
讃
を
し
て
所
の
百
姓
・
な
E
K

綿
織
し

τ
聞
か
す
鹿
.
風
呂
敷
包
を
か
づ
き
た
る
七
十
歳
許
の
老

人
、
毎
度
来
り
て
諮
問
し
泊
を
流
す
。
或
時
法
印
尋
ね
け
れ
ば
、
老

人
目
〈
、
法
印
様
に
は
理
聾
紗
・
賢
愚
抄
を
ぼ
御
所
持
候
哉
と
い
ふ
。

共
の
名
は
承
り
及
び
た
れ
ど
、
終
陀
見
宇
と
一
式
ひ
け
れ
ば
、
老
翁
潜

に
風
呂
敷
包
よ
り
右
の
二
抄
を
取
り
出
し
‘
此
の
替
は
名
和
肥
前
守

よ
り
停
へ
来
る
。
我
等
が
秘
密
に
て
、
身
を
離
さ
宇
持
つ
と
い
へ
ど

も
、
是
を
参
ら
せ
候
と
て
授
け
L
り
。
老
人
の
名
を
問
ひ
け
る
に
、

名
和
昌
三
と
い
ふ
者
た
り
と
て
蹄
り
、
再
び
来
ら
・
?
と
也
。
共
後
陽

庚
公
此
由
を
被
目
開
召
一
今
の
描
現
堂
の
地
陀
住
居
し
給
ひ
、
毎
度
御

前
に
て
静
鰐
被
a
仰
付
-
也
。
此
相
停
を
受
け
た
る
は
‘
前
悶
出
雲
・
大

橋
善
可
時
一
部
駄

P
小
原
惣
左
衛
門
三
人
た
り
。
共
後
稲
葉
美
濃
守
正
則

法
名
泰
臨
.
笠
み
に
て
被
=
申
越
-
候
故
、
善
可
を
江
戸
へ
被
=
指
出
一
泰

廊
へ
相
停
す
と
い
へ
ど
も
、
不
v
過
と
て
一
一
十
巻
ま
で
侮
授
し
て
蹄
園

す
。
故
陀
営
時
江
戸
の
太
平
記
停
は
二
十
巻
侮
授
也
。
と
あ
り
。
按

宇
る
に
‘
法
華
法
印
日
翁
が
事
は
.
拾
築
名
言
紀
K
.
中
納
言
様
御

家
替
後
、
御
酬
明
衆
と
て
承
停
ふ
る
分
ほ
、
捧
開
港
句
・
今
枝
宗
仁
・
法

‘
ιEq--U
デ

a
v
d
h
s
 

ひ
候
と
申
す
。
太
守
さ
と
そ
あ
る
ぺ
き
事
・
な
れ
。
乍
v
去
一
障
に
し
て

方
困
あ
る
ぺ
し
。
敵
味
方
の
備
へ
方
と
国
と
あ
る
べ
か
ら
宇
。
皆
共

形
ぷ
酬
を
以
て
名
づ
け
た
る
も
の
た
ら
ん
と
の
た
ま
ふ
。
道
春
大
佐
感

じ
事
る
な
り
。
他
日
利
常
公
渡
御
あ
っ
て
、
・
評
判
之
事
を
の
玉
ふ
つ
い

で
に
、
平
の
蹴
眠
時
・
時
額
皆
武
臣
の
す
ぐ
れ
た
る
人
也
。
足
利
家
に
て

は
、
細
川
の
額
之
程
の
忠
臣
あ
る
べ
か
ら
・
?
と
感
じ
玉
ふ
也
。
此
の

三
人
の
内
に
て
康
時
の
梼
量
勝
り
た
る
よ
し
‘
度
々
御
感
じ
被
v
成
た

る
也
。
光
高
公
は
額
之
誠
に
君
子
人
怠
る
ぺ
し
。
曾
子
目
。
可
且
以
託
=

六
尺
之
孤
吋
可
回
以
寄
a
百
旦
之
命
吋
臨
a
大
節
-
而
不
ν
可
v
奪
也
。
君
子
人

奥
。
君
子
人
也
。
是
に
相
叶
ふ
と
の
玉
ひ
き
。
下
略
。
此
の
外
種
々

の
論
説
共
常
事
げ
た
り
。
奥
書
に
、

右
一
十
業
在
a
五
七
問
答
之
書
尾
吋
己
丑
之
各
表
a
章・之吋骨
m
a
士
林
談

議
之
了
云
。

仲

冬

既

望

養

民

堂

主

人

書

右
は
参
議
中
将
綱
紀
卿
の
鍵
筆
に
て
戟
せ
給
へ
り
。
按
守
る
に
‘
右

正
的
筆
記
は
、
法
事
法
印
日
翁
の
自
記
た
ら
ん
か
。

E
的
は
日
翁
の

質
名
に

τも
あ
ら
ん
か
。
倫
迫
考
す
ぺ
し
。
利
常
卿
ゐ
よ
び
少
将
光

高
卿
は
、
法
華
法
印
に
太
平
記
の
秘
停
を
接
関
し
給
ひ
し
故
に
‘
太

企
部
古
蹟
志
巻
二
十

ニ
大

華
法
印
・
石
黒
釆
女
・
丸
茂
道
和
・
恒
川
竹
仁
・
腐
橋
二
知
・
高
田
俊
安
・

偽
一
闘
の
ポ
永
・
中
村
久
越
・
佐
々
木
選
休
、
盲
に
は
虎
津
・
松
坂
・
鹿
嶋
・

小
林
云
々
。
と
見
b
.
又
改
作
方
紀
K
.微
妙
公
御
隠
居
以
前
御
衣
に

詰
め
‘
時
々
御
前
へ
前
で
‘
御
哨
申
上
ぐ
る
衆
は
津
田
道
伺
・
今
枝
宗

仁
・
法
華
法
印
日
翁
・
石
黒
釆
女
・
丸
茂
道
和
・
恒
川
嬬
仁
・
腐
橋
市
繍
・

高
田
鹿
安
・
篠
原
宗
永
此
の
外
多
〈
有
』
之
。
右
法
華
法
印
は
色
々
物

語
り
、
軍
法
之
儀
申
上
る
内
K
.
内
々
闘
政
と
軍
法
と
元
と
井
岡
よ

り
訟
と
り
申
す
よ
し
、
委
細
此
の
法
印
被
a
申
上
正
し
。
此
時
よ
り

改
作
之
儀
を
も
御
心
付
被
v
遊
候
哉
と
‘
或
人
被
白
語
申
吋
と
あ
り
。
秘

笈
議
容
に
載
せ
た
る
疋
的
筆
記
に
左
の
敏
僚
を
載
せ
た
り
。

或
日
光
高
公
の
た
ま
ひ
け
る
は
‘
評
判
は
能
き
寧
書
也
。
共
の
作
者

の
分
際
設
計
る
事
あ
り
や
。
予
申
す
。
此
の
寄
之
本
設
=
恐
築
-
候
に
、

E
成
・
長
利
・
高
徳
等
が
軍
記
可
v
在
。
闘
廷
を
求
得
て
.
太
平
記
四
十
巻

陀
書
商
を
令
昌
配
分
一
猶
私
慮
を
以
て
開
時
を
ゐ
ぎ
友
ひ
、
潤
色
し
て

全
部
と
注
し
た
る
も
の
と
存
候
。
如
何
様
霞
寅
の
軍
書
に
て
可
v
在
a

御
座
主
申
す
。
御
前
に
も
共
ご
と
く
思
召
す
よ
し
に
て
、
共
後
遺
春

に
此
趨
被
v
仰
た
り
。
是
も
叉
左
様
に
存
候
。
軍
之
備
へ
進
退
の
形

t

続
々
多
く
候
へ
共
.
畢
寛
方
聞
に
は
不
v
過
候
。
是
自
ら
天
地
に
か
・
な

平
記
を
ぽ
常
に
御
覧
あ
り
し
と
い
へ
り
。
異
本
微
妙
公
夜
話
鍛
に
云

ふ
。
微
妙
公
は
‘
太
閤
の
家
風
を
殊
の
外
御
用
ひ
被
v
遊
.
何
角
候

へ
ば
御
引
事
に
太
閤
の
御
事
を
仰
せ
ら
れ
、
信
玄
の
事
は
少
し
も
御

意
無
=
御
座
一
唯
太
閤
の
軍
法
を
御
感
被
匙
た
り
。
甲
陽
寧
鑑
危
ど
は

且
而
御
覧
不
ν
被
v
遊
候
。
常
々
太
平
記
・
徒
然
草
た
ど
御
覚
、
ま
た
は

猿
の
ほ
ら
杯
と
申
す
草
紙
を
御
覧
被
ν
遊
候
。
東
鐙
は
か
た
嘗
に
第
且

御
窮
-
置
、
毎
度
御
覧
被
ν
遊
由
藤
田
氏
哨
v
之
。
と
見
h
.
拾
築
名
言

記
に
も
、
利
常
様
、
太
閤
は
芭
夫
友
れ
ど
も
‘
知
恵
と
武
が
勝
れ
た

る
故
.
百
五
・
六
十
年
の
飢
世
一
一
統
に
治
る
也
と
被
v
仰
、
感
文
は
入

ら
ぬ
と
て
、
常
に
太
平
記
・
東
鑑
な
ど
御
覧
被
v
遊
。
と
あ
り
。

O
Z智
山
大
園
寺

滞
土
宗
也
。
由
来
書
に
云
ふ
。
蛍
寺
閥
基
、
播
州
赤
松
家
の
人
上
線
介

某
出
家
‘
厭
蓮
駐
欣
血
管
上
人
目
疋
伯
和
備
。
寛
永
元
年
八
月
宗
布
と
云

ふ
者
取
次
を
以
て
、
泉
野
に
於
て
寺
地
百
五
十
歩
拝
領
、
寺
創
立
す
。

【
持
制
》

然
る
に
三
世
中
興
心
岩
和
尚
寺
地
替
の
儀
出
願
せ
し
慮
、
元
和
十
三

年
四
月
日
蓮
宗
法
蓮
寺
跡
屋
敷
千
百
五
十
五
歩
拝
領
し
、
寺
院
移
締

鎗
立
す
。
且
心
岩
和
倫
貞
享
年
中
不
断
念
働
六
時
勤
行
起
立
す
。
と

あ
り
。
天
明
六
年
の
由
来
書
に
は
‘
賞
山
一
冗
屋
敷
は
泉
野
寺
町
翠
雲

ニ
七




